
受
験
番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
名 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
二

○

二

三

年

度 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
武
蔵
野
学
院
大
学 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

特 

待 

生 

選 

抜 

入 

学 

試 

験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二

〇

二

三

年

一

月

二

八

日

実

施 

国 

語 

総 

合
（
一
〇
〇
点 

六
〇
分
） 

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

注

意

事

項

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

― 

一 

試

験

開

始

の

指

示

が

あ

る

ま

で

、

こ

の

問

題

冊

子

の

中

を

見

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

二 

監

督

者

の
「

解

答

は

じ

め

」
の

指

示

が

あ

っ

た

後

、
速

や

か

に

問

題

冊

子

と

解

答

用

紙

の

両

方

の

所

定

欄

に

受

験

番 

 
 

号

と

氏

名

を

記

入

し

な

さ

い

。 

三 

こ

の

問

題

冊

子

は

、

９

ペ

ー

ジ

あ

り

ま

す

。

試

験

中

に

問

題

冊

子

の

印

刷

不

鮮

明

、

ペ

ー

ジ

の

落

丁

・

乱

丁

及

び 

解

答

用

紙

の

汚

れ

等

に

気

付

い

た

場

合

は

、

手

を

高

く

挙

げ

て

監

督

者

に

知

ら

せ

な

さ

い

。 

四 

解

答

は

、

解

答

用

紙

の

所

定

の

欄

に

記

入

し

な

さ

い

。 

五 

問

題

冊

子

の

余

白

等

は

適

宜

利

用

し

て

よ

い

が

、

ど

の

ペ

ー

ジ

も

切

り

離

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

六 

不

正

行

為

に

つ

い

て 

 
 

 

①

不

正

行

為

に

対

し

て

は

厳

正

に

対

処

し

ま

す

。 

 
 

 

②

不

正

行

為

に

見

え

る

よ

う

な

行

為

が

見

受

け

ら

れ

た

場

合

は

、
監

督

者

が

注

意

を

し

ま

す

の

で

、
注

意

や

指

示 

 

に

従

っ

て

く

だ

さ

い

。

従

わ

な

い

場

合

に

は

、

不

正

行

為

と

み

な

さ

れ

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。 

③

不

正

行

為

を

行

っ

た

場

合

は

、

そ

の

時

点

で

受

験

を

取

り

や

め

さ

せ

退

室

さ

せ

ま

す

。 

七 

試

験

終

了

後

、

問

題

冊

子

は

回

収

し

ま

す

。 



1 

 

第
一
問 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
薄
暮
が
迫
り
、
家
路
を
急
ぐ
。 

 
（
２
）
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
強
肩
が
、
今
年
の
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
。 

 

（
３
）
実
験
で
酢
酸
を
使
う
。 

 

（
４
）
五
月
雨
式
に
来
る
連
絡
に
焦
り
を
感
じ
た
。 

 
 

（
５
）
一
献
傾
け
る
。 

 

（
６
）
反
対
派
も
多
い
た
め
、
漸
次
的
に
制
度
の
改
正
を
試
み
る
。 

 

（
７
）
反
物
か
ら
選
ん
で
着
物
を
注
文
す
る
。 

 

（
８
）
黄
味
が
か
か
っ
た
灰
色
を
灰
汁
色
と
呼
ぶ
。 

 

（
９
）
家
具
を
廉
価
で
買
う
。 

 

（
１
０
）
外
科
の
手
術
に
は
縫
合
糸
が
欠
か
せ
な
い
。 
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第
二
問 

次
の
空
欄
に
入
る
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
例
）
（ 

 
 

 

）
ら
か
に
話
す 

 
 

 
 

 

ア 

急
流 

 
 

イ 

華
麗 

 
 

ウ 

円
滑 

 
 

エ 

潤
沢 

 
 

 
 

 
 

正
答 

ウ
（
滑
ら
か
に
話
す
） 

 

（
１
）
竹
を
（ 

 
 

）
い
で
槍
を
作
る
。 

 

ア 

研
究

     

イ 

磨
耗      

ウ 

忙
殺

     

エ 

掘
削 

 

（
２
）
（ 

 
 

）
な
も
て
な
し
に
感
謝
す
る
。 

 

ア 

一
丁

     

イ 
懇
切 

 
 

ウ 

休
憩

   
 

エ 

開
墾 

 
 

（
３
）
こ
の
問
題
の
全
体
像
は
（ 

 
 

）
ね
理
解
し
た
。 

 

ア 

凡
庸 
 

 

イ 

慨
嘆 

 
 

ウ 

気
概 

 
 

エ 

極
力 

 

（
４
）
理
不
尽
な
目
に
あ
っ
て
、
（ 

 
 

）
り
を
覚
え
る
。 

 

ア 

憤
死 

 
 

イ 

噴
飯 

 
 

ウ 

古
墳    

 

エ 

奮
起 

 

（
５
）
上
司
か
ら
か
け
て
も
ら
っ
た
（ 

 
 

）
い
の
言
葉
に
嬉
し
く
な
っ
た
。 

 

ア 

親
切 

 
 

イ 

苦
労 

 
 

ウ 

慰
留 

 
 

エ 
厚
意 
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第
三
問 

次
に
示
す
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、
故
事
成
語
な
ど
に
つ
い
て
、
（
１
）
か
ら
（
２
）
に
つ
い
て
は
意
味
す
る
内
容
に
つ
い

て
最
適
な
選
択
肢
を
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
（
３
）
か
ら
（
５
）
に
つ
い
て
は
、
示
さ
れ
て
い
る
意
味
と
な
る
慣

用
句
、
こ
と
わ
ざ
、
故
事
成
語
な
ど
と
な
る
よ
う
に
括
弧
の
中
に
挿
入
す
べ
き
適
切
な
語
句
を
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 
（
１
）
袖
振
り
合
う
も
他
生
の
縁 

  
 

 
 

ア 
人
と
の
別
れ
は
寂
し
い
も
の
だ
が
、
い
つ
か
ま
た
必
ず
再
会
で
き
る
。 

 
 

 
 

イ 

人
と
の
別
れ
は
自
分
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
虚
し
い
。 

 
 

 
 

ウ 

ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
も
偶
然
で
は
な
く
、
自
分
の
意
思
に
よ
っ
て
起
こ
る
。 

 
 

 
 

エ  

ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
も
偶
然
に
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
深
い
宿
縁
に
よ
っ
て
起
こ
る
。 

 

（
２
）
論
語
読
み
の
論
語
知
ら
ず 

  
 

 
 

ア 

書
物
に
書
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ぶ
り
し
て
い
る
様
子
。 

 
 

 
 

イ 

書
物
に
書
い
て
い
る
こ
と
を
誤
っ
て
覚
え
て
い
る
様
子
。 

 
 

 
 

ウ 

書
物
に
書
い
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
が
、
実
行
し
て
い
な
い
様
子
。 

 
 

 
 

エ 

書
物
に
書
い
て
い
る
こ
と
を
声
高
に
批
判
し
て
い
る
様
子
。 

 

（
３
）
小
さ
な
悪
い
点
を
直
そ
う
と
し
て
、
か
え
っ
て
全
体
を
だ
め
に
し
て
し
ま
う
こ
と
。 

 

角
を
矯
め
て
（ 

 
 

）
を
殺
す 

  
 

（
４
）
当
事
者
の
争
い
に
乗
じ
て
、
第
三
者
が
苦
労
せ
ず
に
利
益
を
手
に
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

 

）
の
利 

 

（
５
）
焦
り
す
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
失
敗
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。 

急
い
て
は
事
を
（ 

 
 

）
じ
る 
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第
四
問 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
一
つ
の
大
規
模
な
事
象
が
、
世
界
を
覆
い
尽
く
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
言

葉
を
耳
に
し
な
い
日
は
無
い
程
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
る
と
、
（ 

a

 

）
明
確
で
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
類
似
し
た
用
語
に
国
際
化
、
あ
る
い
は

internationalization

（
以
下
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン

）、

さ
ら
に
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
の
差
異
も
（ 

a

 

）
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

地
球
的
な
規
模
で
の
物
流
、
交
易
、
人
々
の
往
来
等
は
、
何
も
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
お

け
る
東
西
文
化
の
交
流
等
の
例
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
（ 

Ａ 

）、

今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
わ
れ
る
現
象
は
、
か
つ

て
の
も
の
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
現
代
で
は
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
う
交
通
手
段
の
発
達
、
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
通
信
の
飛
躍
的
な
進
歩
等
に
よ
っ
て
、
世
界
は
一
段
と
狭
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
を
カ

ネ
、
モ
ノ
、
ヒ
ト
、
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
が
瞬
時
の
内
、
あ
る
い
は
短
時
間
に
行
き
交
う
よ
う
に
な
り
、
人
々
や
地
域
間
の
結
び
つ
き

も
、
以
前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
程
緊
密
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
現
在
進
行
形
で
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
を
問
わ
ず
、
も
は
や
後
戻
り
で
き
な
い
、
そ
し
て
回
避
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
治
、
経
済
、
社
会
・
文
化
、
技
術
、
軍
事
等
、
さ
ら
に
国
民
国
家
の
あ
り
様
だ
け
で
な
く
、

我
々
の
生
活
、
地
域
の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
取
り
巻
い
て
い
る
環
境
等
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。 

 

【 

中
略 

】 

  

こ
こ
で
は
、
国
際
化
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
国
際
化
と
は
、
英
語
で
は
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
逆
に
こ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
訳
語
が
国
際
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

欧
米
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
に
お
け
る
国
際
化
の
意
味
合
い
は
、
異
な
っ
て
い
る
。 

 

日
本
で
国
際
化
と
い
う
と
、
閉
鎖
的
な
日
本
社
会
を
世
界
に
向
け
て
開
く
と
い
う
よ
う
な
時
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
九
六

四
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
外
国
人
が
日
本
を
訪
れ
た
。
ま
た
一
九
七
〇
年
に
は
大
阪
で
万
国
博
覧
会
が
あ

り
、
多
く
の
外
国
人
が
来
日
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
日
本
の
国
際
化
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
社
会
に
外
国
人
が
来
る
、

日
本
人
が
外
国
へ
出
か
け
て
ゆ
く
と
い
う
よ
う
な
、
海
外
と
の
交
流
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
に
国
際
化
と
い
わ
れ
る
。 

           

※

こ

の

問

題

は

、

著

作

権

の

関

係

に

よ

り

掲

載

が

で

き

ま

せ

ん

。 
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第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
駐
留
を
経
験
し
、
ア
メ
リ
カ
に
接
し
、
そ
こ
か

ら
民
主
主
義
と
自
由
主
義
を
学
び
、
当
時
の
世
界
情
勢
に
つ
い
て
知
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
締
結

さ
れ
、
日
本
は
自
立
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
経
済
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
輸
出
立
国
と
な
る
こ
と
が
必
須
の
要

件
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
外
国
と
の
交
流
を
盛
ん
に
し
、
国
際
機
関
へ
の
加
盟
を
含
め
世
界
の
舞
台
へ
の
復
帰
を
果
た

す
必
要
が
あ
っ
た
。
や
が
て
国
連
へ
の
加
盟
を
果
た
し
、
さ
ら
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
等
の
国
際
機
関
へ
の
加
入
が

な
さ
れ
た
。
こ
の
頃
、
日
本
の
国
際
化
の
礎
が
築
か
れ
て
い
っ
た
と
も
い
え
る
。 

 

【 

中
略 

】 

 

日
本
の
「
国
際
化
」
が
本
格
化
す
る
の
は
一
九
七
〇
年
代
中
期
以
降
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日
本
人
の
海
外
へ
の
渡

航
は
一
段
と
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
国
際
化
と
は
、
こ
の
よ
う
に
概
し
て
外
国
と
の
交
流
が
活
性
化
し
、
日
本

が
世
界
に
開
か
れ
た
社
会
と
な
る
こ
と
を
希
求
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
英
語
圏
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

は
、
（ 

a

 

）
日
本
で
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
国
際
化
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
領
土
、

あ
る
い
は
領
土
的
な
所
有
に
関
し
て
不
確
定
な
部
分
を
共
同
で
管
理
す
る
、
多
国
籍
化
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
る
。
例

え
ば
、
ス
エ
ズ
運
河
が
エ
ジ
プ
ト
に
よ
り
国
有
化
さ
れ
る
以
前
に
、
そ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
で
共
同
管
理
し
よ
う
と
し
た
時

に
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
用
い
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多

数
の
国
家
間
に
お
け
る
関
係
性
の
拡
大
と
増
加
と
い
う
よ
う
な
「
国
際
化
」
に
近
い
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。 

 

（ 

Ｂ 

）
国
際
化
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
概
念
、
使
わ
れ
方
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。
先
に
も
触

れ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本
語
に
訳
し
て
国
際
化
と
し
た
わ
け
だ
が
、
①

と
か
く
閉
鎖
的

で
あ
っ
た
日
本
社
会
を
世
界
に
、
全
方
位
的
に
開
か
れ
た
存
在
に
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
、
国
際

化
は
、
き
わ
め
て
日
本
的
な
用
法
、
概
念
で
あ
る
と
も
い
え
る
。 

（ 

Ｃ 

）、

国
際
化
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
い
ず
れ
も
、
あ
く
ま
で
国
民
国
家
を
中
心
に
据
え
た
概
念
で
あ

る
と
い
う
点
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。 

            

※

こ

の

問

題

は

、
著

作
権

の

関

係

に

よ

り

掲

載
が

で

き

ま

せ

ん

。 
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ボ
ー
ダ
レ
ス
化
と
い
う
用
語
は
、
一
九
八
〇
年
代
頃
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ボ
ー
ダ
ー
と
い
う
の
は
、
文
字
通
り
境
の

こ
と
で
あ
り
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
と
は
各
領
域
の
境
目
が
無
く
な
っ
た
り
、
曖
昧
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
融
合
し
た
り
す
る
状
況
を
指

し
て
い
る
。 

②

こ
こ
で
関
わ
っ
て
く
る
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ボ
ー
ダ
レ
ス
、
す
な
わ
ち
、
国
境
が
無
く
な
る
、
あ
る
い
は
国
境
を

越
え
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
今
日
で
は
衛
星
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
衛
星
放
送
が
盛
ん
に
な
り
、
国
際
放

送
で
は
国
境
を
越
え
て
番
組
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
来
自
国
民
を
対
象
と
し
た
衛
星
放
送
が
、
隣
国
で
も
視
聴
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
も
起
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
で
あ
る
。 

 

経
済
活
動
は
貿
易
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
国
以
外
の
国
や
地
域
と
の
間
で
営
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
の

動
き
も
国
境
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。
企
業
の
本
拠
地
は
本
国
に
あ
る
が
、
実
際
の
業
務
、
活
動
は
隣
国
、
あ
る
い
は
諸
外
国
で
展

開
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
経
済
活
動
が
自
国
の
領
域
や
範
囲
を
超
え
て
、
展
開
さ
れ
る
状
況
は
、
ま
さ
し
く
ボ

ー
ダ
ー
レ
ス
化
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
昔
か
ら
の
現
象
で
あ
る
が
、
最
近
と
み
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
国
の
黄
砂
が
日
本
に
飛
来
し
て
く
る
こ
と
、
あ
る
い

は
中
国
の
大
気
汚
染
が
酸
性
雨
と
な
っ
て
降
り
注
ぎ
、
隣
国
に
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
、
こ
れ
も
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
状
況
と
い
え
る
。 

 

以
上
は
ほ
ん
の
一
例
だ
が
、
活
動
や
現
象
が
必
然
的
に
国
の
枠
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
、
あ
る
い
は
物
事
が
一
国
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
な
る
と
い
う
状
況
を
指
し
て
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
と
呼
ん
で
い
る
。
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
は
、
国
際
化
と
同
様
に
、
自
己
と
対
象
と
の

関
係
に
お
い
て
、
一
対
一
、
あ
る
い
は
一
対
多
と
い
う
相
互
関
係
に
あ
る
点
で
、
多
対
多
の
相
互
依
存
的
関
係
に
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
は
異
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
は
、
外
部
へ
の
広
が
り
を
指
し
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
自
ら
の
国
家
を
中
心
に

据
え
た
視
点
か
ら
捉
え
る
概
念
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
異
な
っ
て
い
る
。 

  

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
グ
ロ
ー
ブ

globe

と
は
文
字
通

り
地
球
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
地
球
化
と
で
も
い
う
べ
き
現
象
で
あ
る
。 

 

【 

中
略 

】 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、
い
ま
ま
で
は
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
地
域
同
士
が
影
響
し
合
う
よ
う
な
新
た
な
局
面
を
指
し
て
い
る
。
科
学

技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、
人
間
、
財
、
情
報
等
が
短
時
間
の
内
に
地
球
を
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
今
日
グ
ロ

           

※

こ

の

問

題

は

、

著

作

権

の

関

係

に

よ

り

掲

載

が

で

き

ま

せ

ん

。 
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ー
バ
ル
化
と
い
わ
れ
る
現
象
、
つ
ま
り
、
地
域
、
そ
し
て
社
会
、
文
化
、
経
済
、
政
治
、
軍
事
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
緊
密
な
相

互
依
存
関
係
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 
【 
中
略 

】 

 ③

環
境
問
題
も
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
一
九
六
〇
年
代
は
、
経
済
発
展
の
負
の
遺
産
で
あ
る
公
害
が
、

先
進
諸
国
の
間
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
工
場
等
か
ら
の
排
水
は
化
学
物
質
に
ま
み
れ
、
湖
沼
、
河
川
、
海
洋
の
水
質
や
、

農
地
、
工
場
地
帯
、
住
宅
地
の
土
壌
の
汚
濁
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
煙
や
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
は
大
気
を

汚
染
し
た
。
公
害
は
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
で
い
え
ば
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
、
水

俣
病
、
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
当
時
の
公
害
は
一
国
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
が
自
ら
の
力
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
今
日
で
は
そ
れ
が
環
境
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（ 

Ｄ 

）
そ
れ
は
、
一
国
に
と
ど
ま
ら
な
い
グ

ロ
ー
バ
ル
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ロ
ン
ガ
ス
等
の
排
出
に
よ
り
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
化
石

燃
料
の
大
量
消
費
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
2

等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
っ
て
、
地
球
は
温
暖
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
に
局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
干
ば
つ
な
ど
の
気
候
変
動
が
世
界
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
南
極
、
北
極

の
氷
が
減
少
、
氷
河
の
溶
解
に
よ
っ
て
海
面
が
上
昇
し
、
や
が
て
い
く
つ
か
の
島
国
は
水
没
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
環
境
問
題
の
例
は
、
世
界
が
も
は
や
一
つ
の
運
命
共
同
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。 

 

【 

中
略 

】 

 

 

二
〇
世
紀
の
後
半
か
ら
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
を
介
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
球
全
体
を
一
気
に
飲

み
込
も
う
と
す
る
勢
い
で
進
展
し
て
き
た
。
人
類
の
活
動
の
活
性
化
が
生
み
出
し
た
国
境
を
越
え
た
、
人
的
移
動
、
財
、
サ
ー
ビ
ス
、

モ
ノ
の
流
通
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
流
動
化
の
結
果
で
も
あ
る
。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
一
因
と

し
て
、
交
通
網
、
情
報
通
信
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
含
む
科
学
技
術
の
発
展
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地
球
は
狭
く
な
り
、
近
接
的

に
な
り
、
地
域
と
地
域
が
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
隔
た
り
無
く
向
か
い
合
え
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
忘
れ

て
な
ら
な
い
の
は
、
ア
ジ
ア
の
通
貨
危
機
、
同
時
多
発
テ
ロ
等
も
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
事
実
で
あ

            

※

こ

の

問

題

は

、

著

作

権

の

関
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に

よ

り

掲
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が

で

き

ま

せ
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る
。 

 
【 

中
略 

】 

  

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
人
間
社
会
の
自
由
と
平
等
の
確
保
、
発
展
と
そ
の
成
果
の
公
平
な
分
配
、
こ
れ
ら
を
果
た
す
た
め
の
処
方
箋

の
探
求
と
い
う
課
題
を
我
々
に
突
き
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
の
論
議
、
扱
う
対
象
は
、
個
別
的
な
事

象
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
総
体
的
な
問
題
と
し
て
、
注
１

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
い
う
視
点
か
ら
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

（
本
多
周
爾
『
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
政
治
学
』
に
よ
る
） 

な
お
、
出
題
に
際
し
、
一
部
改
変
を
加
え
て
い
る
。 

 

注
１
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス 

国
際
的
な
政
治
学
と
い
う
概
念
の
こ
と 

 
 

         （
１
）
本
文
中
に
あ
る
三
箇
所
の
空
欄
（ 

a

 

）
に
入
る
共
通
の
こ
と
ば
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 
 

 

ア 

き
っ
と 

 
 

イ 

必
ず
し
も 

 
 

ウ 

ま
さ
か 

 
 

エ 

い
ま
や 

 

        

※

こ

の

問

題

は

、

著

作

権

の
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が

で

き

ま

せ

ん
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（
２
）
空
欄
（ 

Ａ 

）
か
ら
（ 

Ｄ 

）
に
入
る
接
続
詞
の
組
み
合
わ
せ
で
適
切
な
も
の
を
、
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。 

 

 
 

ア 

Ａ 

い
ず
れ
に
し
て
も 

 

Ｂ 

な
お 

 

Ｃ 

し
か
も 

 

Ｄ 

し
か
し
な
が
ら 

 

 
 

イ 

Ａ 

な
お 

 

Ｂ 

し
か
も 

 

Ｃ 

し
か
し
な
が
ら 

 

Ｄ 

い
ず
れ
に
し
て
も 

 

 
 

ウ 
Ａ 

し
か
も 

 

Ｂ 

し
か
し
な
が
ら 

 

Ｃ 

い
ず
れ
に
し
て
も 

 

Ｄ 

な
お 

 

 
 

エ 

Ａ 

し
か
し
な
が
ら 

 

Ｂ 

い
ず
れ
に
し
て
も 

 

Ｃ 

な
お 

 

Ｄ 

し
か
も 

 

（
３
）
傍
線
部
①
に
つ
い
て
、
「
き
わ
め
て
日
本
的
な
用
法
、
概
念
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
日
本
に
お
け
る
「
国
際
化
」
と
は
ど

の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
か
、
文
中
か
ら
二
つ
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
三
五
字
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

（
４
）
傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ボ
ー
ダ
レ
ス
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
す
か
、
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て 

 

答
え
な
さ
い
。 

  

（
５
）
傍
線
部
③
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
環
境
問
題
の
具
体
例
を
、
本
文
中
の
例
を
一
つ
挙
げ
て
答
え
な
さ
い
。 

 

（
６
）
日
本
に
お
け
る
国
際
化
の
意
義
を
説
明
し
た
上
で
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
、
一
三
○
字
以
上
一
五
〇
字
以
内
で
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
な
さ
い
。 



第
三
問

第
二
問

第
一
問

（

各
2
点
）

（

各
2
点
）

（

各
2
点
）

受
験
番
号

（

5
）

（

3
）

（

1
）

（

5
）

（

3
）

（

1
）

（

9
）

（

7
）

（

5
）

（

3
）

（

1
）

（

4
）

（

2
）

（

4
）

（

2
）

（

１
０
）

（

8
）

（

6
）

（

4
）

（

2
）

氏
名

は
く
ぼ

さ
く
さ
ん

た
ん
も
の

れ
ん
か

エイエ
仕
損

ウ

ア

牛

漁
夫

武
蔵
野
学
院
大
学
　
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
学
部
　
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
学
科

特
待
生
選
抜
入
学
試
験
（

国
語
総
合
）

　
解
答
用
紙
　
　
二
〇
二
三
年
一
月
二
八
日
実
施

あ
く

さ
み
だ
れ
し
き

き
ょ

う
け
ん

い
っ

こ
ん

ぜ
ん
じ

ウ イ

ほ
う
ご
う

※2 ※1 ※6 ※5



第
四
問

（

6
）

（

5
）

（

4
）

（

2
）

（

1
）

（

3
0
点
）

（

5
点
）

（

5
点
）

（

5
点
）

（

5
点
）

 

150 100

フ
ロ
ン
ガ
ス
の
排
出
に
よ
り
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
て
い
る

化
石
燃
料
の
大
量
消
費
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
っ

て
、

地
球
が
温
暖
化
す
る

局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
干
ば
つ
な
ど
の
気
候
変
動
が
世
界
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
　
等

活
動
や
現
象
が
必
然
的
に
国
の
枠
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
、

あ
る
い
は
物
事
が
一
国
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
な
る
と
い
う
状
況

（

経
済
活
動
が
自
国
の
領
域
や
範
囲
を
超
え
て
、

展
開
さ
れ
る
状
況
　
で
も
可
）

日
本
社
会
に
外
国
人
が
来
る
、

日
本
人
が
外
国
へ
出
か
け
て
ゆ
く
と
い
う
よ
う
な
、

海
外

と
の
交
流
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

外
国
と
の
交
流
が
活
性
化
し
、

日
本
が
世
界
に
開
か
れ
た
社
会
と
な
る
こ
と
を
希
求
す
る

プ
ロ
セ
ス

エ

（

3
）

イ

（

各
5
点
）

※4 ※3

※
の
箇
所
に
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。


